
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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令和５年10月31日現在

転入　０人
出生　０人
転出　１人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

808人
377人
431人
518戸

先月比
3）
1）
2）
3）

（－
（－
（－
（－

　9月16日㈯～11月12日㈰に開催されていたＭＩＮＤ ＴＲＡＩＬ奥大和心のなかの美術館（下市町・吉野町・下北
山村）の関連イベントとして、10月７日（土）に池郷川プリン山において、新進気鋭のアーティストＹｕrｉ Ｕｒａｎｏさん
による音楽ライブと特別ワークショップが開催されました。
　ワークショップでは、会場近くでスマホを使って音を集め、参加者は録音した音楽をどういう理由で録ったか
を発表し、その音源をメロディー化しました。夕方からのライブでは、最先端のテクノロジーを駆使した音楽を

披露してくれました。
　翌日、８日（日）には、ＭＩＮＤ ＴＲＡＩＬ下
北山村エリアを統括したディレクター
によるツアーも開催され、申し込まれ
た参加者15名が作品の解説に耳を
傾けていました。
　14日（土）には、旧南都銀行を会場
に展示したアーティストによる「イシオ
ク（石のオークション）と題したイベント
が行われました。この石のオークショ
ンは、それぞれの感性で素晴らしいと
感じた石を持ち寄り、参加者で値付
け・落札をして、オークションを通じて
作品の価値について学ぶワークショッ
プです。どこかで拾った石、ふと目に
留まった石、今足元にある石など、参
加者が魅力を感じた石が集まりまし
た。

『ＭＩＮＤ ＴＲＡＩＬ奥大和心のなかの美術館』が
下北山村で開催されました



見事優勝された中西きみ子さん

５・６年の児童

田中悠翔さん

　10
月
28
日
（
土
）、
第
51
回
吉
野
郡
（
東
）
小
学
校
陸
上

記
録
会
が
下
市
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
5
・
6
年
生
が
参
加
で
き
る
大
会
と

な
り
、
下
北
山
小
中
学
校
か
ら
も
5
・
6
年
生
8
人
が
出
場

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
田
中
悠
翔
さ
ん
が
6
年
男
子
1
0
0

ｍ
に
お
い
て
、
25
大
会
ぶ
り
に
大
会
タ
イ
記
録
と
な
る
13
秒

4
で
走
り
切
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
児
童
も
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
自
己
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　快
晴
の
下
、
秋
季
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
11
月
14
日
（
火
）、
池
の
平
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
大
会
に
は
52
名
が
参
加
さ
れ
、
2
コ
ー
ス
の

計
16
ホ
ー
ル
で
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　結
果
は
、
1
回
目
21
、
2
回
目
22
、
合
計
43
で

見
事
、
中
西
き
み
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　な
お
、
春
の
大
会
に
引
き
続
き
、
今
回
も
役
場

の
若
手
職
員
が
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

村
民
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

優

　勝

　
　中

　西

　き
み
子

　さ
ん

準
優
勝

　
　北

　
　
　敦

　子

　さ
ん

三

　位

　
　福

　岡

　惠

　子

　さ
ん

25大会ぶりの大会タイ記録！
吉野郡（東）小学校陸上記録会

令和５年度秋季高齢者グラウンドゴルフ大会
中西きみ子さんが優勝！

　11
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）
の
２
日
間
、

旧
下
北
山
保
育
所
体
育
館
に
お
き
ま
し
て
、
第

46
回
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
の
文
化
展
は
、
出
品
者
数
1
9
2
名
、

出
品
総
数
4
0
2
点
と
多
く
の
ご
出
展
を
頂
き

ま
し
た
。

　会
場
に
は
絵
画
・
書
道
・
手
芸
・
陶
器
・
写
真
・

工
作
等
が
展
示
さ
れ
、
２
日
間
で
2
7
1
名
の

方
々
が
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
新
企
画
と
し
て
下
北
山
の
歴
史
を
語

る
会
の
受
講
生
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
き
な

り
検
定
」
と
い
う
検
定
試
験
が
大
盛
況
で
、
61

名
の
方
が
腕
試
し
を
行
い
、
村
の
色
々
な
歴
史

や
文
化
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
4
日
（
土
）
に
は
公
民
館
教
室
・
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
太
鼓
教
室
生
に
よ
る
発
表
が
行
わ

れ
、
多
く
の
方
で
会
場
が
賑
わ
い
ま
し
た
。
皆

様
、
多
数
の
出
展
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
46
回 

文
化
展
開
催
芸
術
の
秋  

文
化
に
ふ
れ
文
化
に
親
し
む
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12
月
は
「
市
町
村
・
県
税
の
一
斉
滞
納

整
理
強
化
期
間
」
で
す

絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
！
滞
納

　12
月
は
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、

大
多
数
の
期
限
内
納
税
者
の
信
頼
を
守

る
た
め
、
全
市
町
村
と
奈
良
県
が
一
丸

と
な
っ
て「
捜
索
・
差
し
押
さ
え
・
公
売
」

等
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
実
施
す
る

「
市
町
村
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理

強
化
期
間
」
で
す
。

　税
金
は
定
め
ら
れ
た
納
付
期
限
内
に

正
し
く
納
税
し
ま
し
ょ
う
。
口
座
引
落

を
利
用
さ
れ
る
と
金
融
機
関
等
に
行
っ

て
納
付
す
る
手
間
や
納
付
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
恐
れ
が
な
く
、
大
変
便
利
で

す
。
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
一
部
の
滞
納
者
に
対
し
ま
し

て
は
、
催
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
（
預

金
、
給
与
、
不
動
産
、
生
命
保
険
、
自

動
車
等
）
に
つ
い
て
、
差
し
押
さ
え
等

を
執
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課
税
務
係

☎
６
―
０
０
０
１

　遺
言
・
相
続
に
関
す
る
相
談
に
、
司

法
書
士
及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま

す
。

【
開
催
日
】
令
和
６
年
１
月
23
日
（
火
）

【
時

　間
】
午
前
10
時
～
午
後
３
時
40

分
（
１
回
40
分
）

【
会

　場
】
奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支

局
（
五
條
市
新
町
３
丁
目

３
―
２
）

【
予

　約
】
令
和
５
年
12
月
11
日
（
月
）

～
令
和
６
年
１
月
12
日

（
金
）

先
着
13
組

【
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
】

０
７
４
２
―
２
３
―
５
５
３
４
（
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

６
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】

奈
良
地
方
法
務
局
・
奈
良
県
司
法
書

士
会

自衛官候補生(中途採用を含む)

【対象年齢】18歳以上33歳未満

※32歳の者は、採用予定月の１日から起算して３月に達する日の翌月

の末日現在、33歳に達しない者

【受付期間】年間を通じて実施

【試験期日】受付時又は自衛隊奈良地方協力本部ＨＰにてお知らせします。

【試験種目】筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査等

お問合せお申込み

自衛隊奈良地方協力本部 五條地域事務所（担当…細木、松村、大元）

〒637-0004　五條市今井５丁目１－12　サンタウン２階

☎０７４７－２２－３７８９

相
続
・
遺
言
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

自衛官募集のお知らせ

　10
月
21
日
（
土
）、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
in
下
北
山
を
開
催

し
ま
し
た
。

　ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
in
下
北
山
は
、

役
場
の
若
手
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
村

民
及
び
村
外
か
ら
の

参
加
者
と
の
交
流

や
、
村
民
の
健
康
増

進
を
図
る
た
め
企
画

立
案
し
実
施
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
歩
く
こ
と
を

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

歴
史
文
化
な
ど
を
発
見
で
き
る
野
外
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
。
現
在
多
く
の

地
域
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
下
北

山
村
で
は
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
村
内
外
か
ら
47
名
（
12
チ
ー

ム
）
が
参
加
し
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
周
辺
約
4
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、

コ
ー
ス
途
中
で
村
の
歴
史
や
文
化
に
関

す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
村
に
つ
い

て
改
め
て
学
べ
る
良
い
機
会
と
な
り
、

参
加
し
た
多
く
の
方
か
ら
「
ま
た
参
加

し
た
い
。」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　当
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
無
事
に
イ
ベ
ン
ト
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
後
も
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
他
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
の
際
に
は
、
皆
様
の
ご

参
加
及
び
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ウォークラリー大会
in

下北山を開催！
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午
後
５
時
15

分
）

自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

６
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】

奈
良
地
方
法
務
局
・
奈
良
県
司
法
書

士
会

自衛官候補生(中途採用を含む)

【対象年齢】18歳以上33歳未満

※32歳の者は、採用予定月の１日から起算して３月に達する日の翌月

の末日現在、33歳に達しない者

【受付期間】年間を通じて実施

【試験期日】受付時又は自衛隊奈良地方協力本部ＨＰにてお知らせします。

【試験種目】筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査等

お問合せお申込み

自衛隊奈良地方協力本部 五條地域事務所（担当…細木、松村、大元）

〒637-0004　五條市今井５丁目１－12　サンタウン２階

☎０７４７－２２－３７８９

相
続
・
遺
言
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

自衛官募集のお知らせ

　10
月
21
日
（
土
）、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
in
下
北
山
を
開
催

し
ま
し
た
。

　ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
in
下
北
山
は
、

役
場
の
若
手
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
村

民
及
び
村
外
か
ら
の

参
加
者
と
の
交
流

や
、
村
民
の
健
康
増

進
を
図
る
た
め
企
画

立
案
し
実
施
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
歩
く
こ
と
を

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
自
然
や

歴
史
文
化
な
ど
を
発
見
で
き
る
野
外
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
。
現
在
多
く
の

地
域
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
下
北

山
村
で
は
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
村
内
外
か
ら
47
名
（
12
チ
ー

ム
）
が
参
加
し
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
周
辺
約
4
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、

コ
ー
ス
途
中
で
村
の
歴
史
や
文
化
に
関

す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
村
に
つ
い

て
改
め
て
学
べ
る
良
い
機
会
と
な
り
、

参
加
し
た
多
く
の
方
か
ら
「
ま
た
参
加

し
た
い
。」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　当
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
無
事
に
イ
ベ
ン
ト
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
後
も
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
他
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
の
際
に
は
、
皆
様
の
ご

参
加
及
び
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ウォークラリー大会
in

下北山を開催！
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手当名 内容および支給単価（月額）

扶養手当
配偶者：6,500円
１人につき　子：10,000円　父母：6,500円
満16歳の年度初～満22歳の年度末までの子　5,000円加算

住居手当
借家、借間居住者
支給対象額　16,000円を超える額
最高支給額　28,000円

通勤手当
交通機関利用者：55,000円以下
交通用具使用者：31,600円以下　
２km以上で５kmごとに13段階の区分

支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.669月 24.586月
勤続25年 28.039月 33.270月
勤続35年 39.757月 47.709月
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～45％加算）

１人当たり
平均支給額

－ 10,687千円

４．職員手当の状況
※国に準じて支給しています。

⑴諸手当（Ｒ５年４月１日現在） ⑵退職手当（Ｒ５年４月１日現在）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、個人の特定を避
けるため、直近２年間で退職した全職員種に係る職員
に支給された退職手当の平均額です。

７．職員の研修状況

職員に高度な専門知識、技術等を取得されるため職員を研修機関などへ派遣し、研修を実施させています。

令和４年度の受講者数は次のとおりです。
研　修　名 人数 研　修　先

パソコン研修 ２人 奈良県市町村職員研修センター

区　分 給料月額 期末手当（Ｒ５年度） 区　分 報酬月額 期末手当（Ｒ５年度）

給料
村　長 660,000円 ６月期　1.65月

12月期　1.65月
計　　3.3月

報酬
議　長 210,000円 ６月期　1.6月

12月期　1.6月
計　　3.2月

副村長 565,000円 副議長 170,000円
教育長 515,000円 議　員 160,000円

５．特別職の報酬等の状況（Ｒ５年４月１日現在）

期末手当 2.4月分
勤勉手当 2.0月分

⑶期末手当・勤勉手当（Ｒ４年度）

※職制上の段階、職務の級等による加算措置あり。

６．職員数の状況

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在）
区　　分 職 員 数 対前年

増加数部　　門 R４年 R５年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

1
9
1
11
2
2
4
3

1
9
1
12
2
2
5
4

0
0
0
1
0
0
1
1

小　　計 33 36 3
特別行政部門 教　　育 4 4 0

普通会計計 37 40 3

公営企業等
会計部門

病　　院
水　　道
そ の 他

3
0
1

3
0
2

0
0
1

小　　計 4 5 1
合　　計 41 45 4

区　　分
職員数
（人）

構成割合
（％）

20歳未満 0 0.0
20歳～23歳 5 11.1
24歳～27歳 8 17.8
28歳～31歳 2 4.4
32歳～35歳 2 4.4
36歳～39歳 8 17.8
40歳～43歳 3 6.7
44歳～47歳 5 11.1
48歳～51歳 2 4.4
52歳～55歳 6 13.4
56歳～59歳 4 8.9
60歳以上 0 0.0

計 45 100.0

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有します。
　休職者、派遣職員などを含み、臨時職員又は非常勤職員を除いています。

⑵年齢別職員数の状況（Ｒ５年４月１日現在）

年度
部門

平成30年 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年
過去５年間
の増減数

一 般 行 政 33 32 30 32 33 36 3
教　　　育 7 7 5 5 4 4 △ 3
公営企業等 5 5 5 5 4 5 0
合　　　計 45 44 40 42 41 45 0

⑶職員数の推移（各年４月１日現在　単位：人）

※各年における定員管理調査において、報告した部門別職員数。
※常勤の教育長については、法律の改正により平成27年４月１日から特別職の身分を有することとなったため、平成28年度に実施した調

査から対象外となる。
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区　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 38.1歳 264,800円

技能労務職 ― ―

区　分 下北山村 国

一　般
行政職

大学卒 185,200円 185,200円

高校卒 154,600円 154,600円

３．職員の平均給料月額、初任給等の状況（Ｒ５年 4 月 1 日現在）

⑴平均年齢、平均給料月額および平均給与月例 ⑵初任給の状況

区　分
住民基本台帳人口

（R４年度末）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費比率（B）/（A）

R3年度の
人件費比率（参考）

R4年度 815人 2,145,669千円 70,382千円 356,690千円 16.6% 18.9%

１．総括

⑴人件費の状況（一般会計決算）

区　分 職員数（A）
給　　与　　費 一人当たり給与費

（B）/（A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

R4年度 36人 107,176千円 11,718千円 37,658千円 156,552千円 4,348千円

⑵職員給与費の状況（一般会計決算）

※職員手当てには退職手当を含みません。
※職員数は、令和４年４月１日現在の人数です。

※各種報酬・手当、職員給、任用職員給等を含みます。

下北山村 91

全国市町村平均 98.3

⑶ラスパイレス指数の状況（Ｒ４年４月１日現在）

※ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用
いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

区　分
経験年数

10年～15年
経験年数

15年～20年
経験年数

20年～25年
経験年数

25年～30年

一　般
行政職

大学卒 251,000円 275,000円 328,700円 ※

高校卒 ― ― ※ ―

技能労務職 ― ― ― ―

⑶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

※該当者がいない欄については「－」としている。
※対象となる職員が１人の場合は、個人の特定を避けるため、記入していません。

下北山村では、村職員の給与などの状況を知っていただくために、その概要を公表します。

＊一般会計の職員及び技能労務職について記述したもので、特別会計は含まれません。

下北山村職員の給与などの概要

２．一般行政職の級別職員数等の状況（Ｒ５年４月１日現在）

※下北山村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 計

標準的な
職務内容

主 事 補 主　　事
主　　査
係　　長
課長補佐

主　　幹
課　　長

課　　長

職員数 ９ 15 ４ ６ 1 35

構成比 25.7% 42.9% 11.4% 17.1% 2.9% 100.0%
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　こんにちは！地域おこし協力隊・サポートきなり所属の奥田深緒です。

　下北山村に来て１年10か月が経とうとしています。そして私は、今月末で協力隊を卒業する

ことになりました！協力隊として多岐に渡る活動をさせていただき、各方面でお世話になった

皆さま、本当に有難うございました！

　私は下北山村に来て良かったと心から思っています。

　まず一つは、自分がしていきたいと思う仕事に出会えたこと。転職、移住という決断はとて

も勇気のいることでしたが、下北山村にいることで繋がっていく新しいご縁があります。有難

いです。

　次に、素晴らしい自然が常に傍にあること。自然は私の心身をとても癒してくれます。

　私は幼少期からなぜか、とにかく自然が恋しくて(自然のない場所で育ったわけではないの

ですが)いつかもっと自然のある場所に絶対住む！と思っていました。移住場所の決断は夫の

心に任せました。下北山村を選んだ夫にも心から感謝しています。

　そして一番は、村で出会った皆さんと過ごさせていただく時間です。心が温かくなる時間を

いつも本当に有難うございます。

　卒業後は和のハーブとして近年注目を浴びている黒文字の商品制作と販売の事業に集中し、

その他にもオンラインで企業サポートの仕事などをします。色々と忙しいですが、家族との暮

しも大切に楽しんで行こうと思います☆

　それでは、今後ともどうぞよろしくお願いします！

　年の瀬も近づき寒気厳しき折柄、皆さまお身体どうぞご自愛ください◎

協力 支援員隊 のと つぶやきその115
今月号は奥田が
担当します。

　９月に奈良女子大学の先生と学生さんが来村し、歴史民俗資料館所

蔵の古文書を整理してくださいました。連載企画として、先生と生徒

さんの寄稿文を掲載させていただきます。

連載企画　第２回　奈良女子大学３回生　内田　小雪
　はじめまして。奈良女子大学３回生の内田小雪と申します。第１回

下北山村歴史民俗資料館の史料整理に参加した者です。

　卒業まで２年を切り、奈良に住んでいる私にしかできない経験をし

て、卒業したいと思う様になりました。おそらく、県外から来た多くの学生は、奈良と言え

ば神社仏閣といった世間一般が思い描くイメージを抱いて、卒業するのだと思います。もち

ろん、奈良の神社仏閣は素晴らしいです。しかし、ふと思うことがあります。私が奈良に抱

いている感情は、観光客が抱く感情と何が違うのか。奈良に住んでいる私でしか感じ得ない、

血の通った物の見方はどこにあるのか。そう考えた時、私に足りないのは地域の人との関わ

りであり、唯一無二の土地の記憶なのだと思い至りました。そしてそんな時、下北山村での

史料調査の機会をいただいたのです。学芸員の松村さんを始め、多くの方に下北山村を案内

していただきました。奈良に来たからこそできた経験であり、私の中での奈良という土地を

形作る上で、有意義な時間だったと思っています。

　今後も、下北山村に魅了された者の一人として、この地で眠っている史料が有効活用でき

るよう尽力していきます。よろしくお願いします。

資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―

　最
近
め
っ
き
り
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
冬

の
様
相
と
な
り
ま
し
た
。
気
づ
け
ば
も
う

12
月
。
時
間
は
駆
け
足
で
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
乗
り
遅
れ
る
な
地
域
お
こ
し
協
力

隊
！
（
の
長
柄
！
）

　さ
て
、
前
回
は
広
葉
樹
の
植
栽
に
関
し

て
混
交
林
誘
導
整
備
事
業
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
に

は
、
関
連
す
る
専
門
知
識
と
、
下
北
山
村

の
山
林
の
現
状
を
併
せ
て
知
っ
て
い
る
稀

有
な
人
材
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
、
協
力
隊
の
林

業
部
門
で
働
く
私
た
ち
３
人
に
は
そ
の
よ

う
な
能
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
力
隊
の
期

間
は
道
づ
く
り
な
ど
の
山
林
の
整
備
を
極

め
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
整
備

事
業
を
先
導
す
る
よ
う
な
専
門
知
識
は
持

ち
得
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
こ
に
…

　そ
の
人
材
は
と
て
も
近
く
に
い
ま
し

た
。
そ
う
で
す
、
今
年
４
月
に
協
力
隊
を

卒
業
し
、
こ
の
村
で
個
人
事
業
主
と
し
て

起
業
し
、
兼
ね
て
集
落
支
援
員
と
し
て
下

北
山
村
の
山
林
を
調
べ
歩
き
、
整
備
が
必

要
な
森
を
把
握
す
る
な
ど
、
森
の
整
備
計

画
な
ど
に
助
言
を
行
う
事
業
を
展
開
し
て

い
る
「
し
ん
ら
エ
リ
テ
」
石
丸
さ
ん
で
す
。

私
個
人
は
、
昨
年
９
月
か
ら
の
お
付
き
合

い
で
す
が
、
深
い
森
に
関
す
る
知
識
と
そ

こ
に
打
ち
込
む
ひ
た
む
き
な
情
熱
を
毎
日

の
よ
う
に
感
じ
、
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た

森
の
整
備
に
関
す
る
知
見
に
触
れ
る
度

に
、
い
つ
も
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
石
丸
さ
ん
に
最
初
に
教
わ
っ
た
の
が
、

広
葉
樹
植
栽
の
技
術
で
あ
る
「
巣
植
え
」

で
す
。

【
巣
植
え
（
す
う
え
）】

　「
巣
植
え
」
と
は
、
広
葉
樹
の
苗
木
を

山
に
植
え
る
と
き
の
手
法
で
す
。
杉
や
桧

な
ど
針
葉
樹
の
植
栽
で
は
、
苗
木
を
１
本

ず
つ
一
定
の
間
隔
を
開
け
て
植
え
る
の
が

普
通
な
の
で
す
が
、
広
葉
樹
の
植
栽
に
お

い
て
は
、
例
え
ば
２
～
３
本
の
同
じ
樹
種

の
苗
木
を
、
枝
葉
が
触
れ
る
か
触
れ
な
い

く
ら
い
の
近
接
し
た
距
離
で
植
え
て
い
き

ま
す
。
同
じ
樹
種
の
苗
木
を
一
つ
の
巣
の

よ
う
に
植
え
る
の
で
こ
の
名
称
が
つ
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
微
妙
に
密
接

な
距
離
感
が
植
物
の
競
争
に
よ
る
成
長

と
、
日
射
や
風
雨
か
ら
か
ば
い
あ
い
助
け

あ
う
成
長
を
促
す
の
だ
そ
う
で
す
。
近
く

に
競
争
し
た
り
頼
れ
る
人
が
い
る
と
、
な

ん
か
頑
張
れ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
林
業
協

力
隊
も
３
人
で
す
。
巣
植
え
の
苗
木
の
よ

う
に
ガ
ッ
ツ
切
磋
琢
磨
し
て
成
長
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
の
４
月
か
ら
偶
数
月
に
掲

載
し
て
き
た
「
森
の
し
ご
と
記
」
で
す
が
、

今
回
で
な
ん
と
５
回
も
続
き
ま
し
た
。
土

曜
朝
市
、
池
の
平
公
園
、
山
の
神
の
日
神

事
（
＆
直
会
）、
き
な
り
の
湯
等
々
、
村

の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
温
か
い
応
援
を
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次

回
来
年
２
月
号
が
第
６
回
の
最
終
回
と
な

る
予
定
で
す
が
、
次
回
は
、
こ
れ
ま
で
林

業
協
力
隊
の
長
柄
が
ひ
た
隠
し
に
隠
し
て

き
た
ス
ー
パ
ー
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
先
輩
方
々

と
、
そ
の
森
の
し
ご
と
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　お
楽
し
み
に
っ
。

　
　
　つ
づ
く

下北山村

　森のしごと記
－第５回－

森づくり地域おこし協力隊ＨＰと

協力隊インスタグラム森のしごと

記web版もよろしくお願いします。

協力隊員に巣植えの指導を行う石丸さん
（左から石丸、森のび安井、谷内）

「巣植え」
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　こんにちは！地域おこし協力隊・サポートきなり所属の奥田深緒です。

　下北山村に来て１年10か月が経とうとしています。そして私は、今月末で協力隊を卒業する

ことになりました！協力隊として多岐に渡る活動をさせていただき、各方面でお世話になった

皆さま、本当に有難うございました！

　私は下北山村に来て良かったと心から思っています。

　まず一つは、自分がしていきたいと思う仕事に出会えたこと。転職、移住という決断はとて

も勇気のいることでしたが、下北山村にいることで繋がっていく新しいご縁があります。有難

いです。

　次に、素晴らしい自然が常に傍にあること。自然は私の心身をとても癒してくれます。

　私は幼少期からなぜか、とにかく自然が恋しくて(自然のない場所で育ったわけではないの

ですが)いつかもっと自然のある場所に絶対住む！と思っていました。移住場所の決断は夫の

心に任せました。下北山村を選んだ夫にも心から感謝しています。

　そして一番は、村で出会った皆さんと過ごさせていただく時間です。心が温かくなる時間を

いつも本当に有難うございます。

　卒業後は和のハーブとして近年注目を浴びている黒文字の商品制作と販売の事業に集中し、

その他にもオンラインで企業サポートの仕事などをします。色々と忙しいですが、家族との暮

しも大切に楽しんで行こうと思います☆

　それでは、今後ともどうぞよろしくお願いします！

　年の瀬も近づき寒気厳しき折柄、皆さまお身体どうぞご自愛ください◎

協力 支援員隊 のと つぶやきその115
今月号は奥田が
担当します。

　９月に奈良女子大学の先生と学生さんが来村し、歴史民俗資料館所

蔵の古文書を整理してくださいました。連載企画として、先生と生徒

さんの寄稿文を掲載させていただきます。

連載企画　第２回　奈良女子大学３回生　内田　小雪
　はじめまして。奈良女子大学３回生の内田小雪と申します。第１回

下北山村歴史民俗資料館の史料整理に参加した者です。

　卒業まで２年を切り、奈良に住んでいる私にしかできない経験をし

て、卒業したいと思う様になりました。おそらく、県外から来た多くの学生は、奈良と言え

ば神社仏閣といった世間一般が思い描くイメージを抱いて、卒業するのだと思います。もち

ろん、奈良の神社仏閣は素晴らしいです。しかし、ふと思うことがあります。私が奈良に抱

いている感情は、観光客が抱く感情と何が違うのか。奈良に住んでいる私でしか感じ得ない、

血の通った物の見方はどこにあるのか。そう考えた時、私に足りないのは地域の人との関わ

りであり、唯一無二の土地の記憶なのだと思い至りました。そしてそんな時、下北山村での

史料調査の機会をいただいたのです。学芸員の松村さんを始め、多くの方に下北山村を案内

していただきました。奈良に来たからこそできた経験であり、私の中での奈良という土地を

形作る上で、有意義な時間だったと思っています。

　今後も、下北山村に魅了された者の一人として、この地で眠っている史料が有効活用でき

るよう尽力していきます。よろしくお願いします。

資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―資料館だより ―奈良女子大学との共同研究のご報告―

　最
近
め
っ
き
り
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
冬

の
様
相
と
な
り
ま
し
た
。
気
づ
け
ば
も
う

12
月
。
時
間
は
駆
け
足
で
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
乗
り
遅
れ
る
な
地
域
お
こ
し
協
力

隊
！
（
の
長
柄
！
）

　さ
て
、
前
回
は
広
葉
樹
の
植
栽
に
関
し

て
混
交
林
誘
導
整
備
事
業
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
に

は
、
関
連
す
る
専
門
知
識
と
、
下
北
山
村

の
山
林
の
現
状
を
併
せ
て
知
っ
て
い
る
稀

有
な
人
材
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
、
協
力
隊
の
林

業
部
門
で
働
く
私
た
ち
３
人
に
は
そ
の
よ

う
な
能
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
力
隊
の
期

間
は
道
づ
く
り
な
ど
の
山
林
の
整
備
を
極

め
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
整
備

事
業
を
先
導
す
る
よ
う
な
専
門
知
識
は
持

ち
得
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
こ
に
…

　そ
の
人
材
は
と
て
も
近
く
に
い
ま
し

た
。
そ
う
で
す
、
今
年
４
月
に
協
力
隊
を

卒
業
し
、
こ
の
村
で
個
人
事
業
主
と
し
て

起
業
し
、
兼
ね
て
集
落
支
援
員
と
し
て
下

北
山
村
の
山
林
を
調
べ
歩
き
、
整
備
が
必

要
な
森
を
把
握
す
る
な
ど
、
森
の
整
備
計

画
な
ど
に
助
言
を
行
う
事
業
を
展
開
し
て

い
る
「
し
ん
ら
エ
リ
テ
」
石
丸
さ
ん
で
す
。

私
個
人
は
、
昨
年
９
月
か
ら
の
お
付
き
合

い
で
す
が
、
深
い
森
に
関
す
る
知
識
と
そ

こ
に
打
ち
込
む
ひ
た
む
き
な
情
熱
を
毎
日

の
よ
う
に
感
じ
、
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た

森
の
整
備
に
関
す
る
知
見
に
触
れ
る
度

に
、
い
つ
も
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
石
丸
さ
ん
に
最
初
に
教
わ
っ
た
の
が
、

広
葉
樹
植
栽
の
技
術
で
あ
る
「
巣
植
え
」

で
す
。

【
巣
植
え
（
す
う
え
）】

　「
巣
植
え
」
と
は
、
広
葉
樹
の
苗
木
を

山
に
植
え
る
と
き
の
手
法
で
す
。
杉
や
桧

な
ど
針
葉
樹
の
植
栽
で
は
、
苗
木
を
１
本

ず
つ
一
定
の
間
隔
を
開
け
て
植
え
る
の
が

普
通
な
の
で
す
が
、
広
葉
樹
の
植
栽
に
お

い
て
は
、
例
え
ば
２
～
３
本
の
同
じ
樹
種

の
苗
木
を
、
枝
葉
が
触
れ
る
か
触
れ
な
い

く
ら
い
の
近
接
し
た
距
離
で
植
え
て
い
き

ま
す
。
同
じ
樹
種
の
苗
木
を
一
つ
の
巣
の

よ
う
に
植
え
る
の
で
こ
の
名
称
が
つ
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
微
妙
に
密
接

な
距
離
感
が
植
物
の
競
争
に
よ
る
成
長

と
、
日
射
や
風
雨
か
ら
か
ば
い
あ
い
助
け

あ
う
成
長
を
促
す
の
だ
そ
う
で
す
。
近
く

に
競
争
し
た
り
頼
れ
る
人
が
い
る
と
、
な

ん
か
頑
張
れ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
林
業
協

力
隊
も
３
人
で
す
。
巣
植
え
の
苗
木
の
よ

う
に
ガ
ッ
ツ
切
磋
琢
磨
し
て
成
長
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
の
４
月
か
ら
偶
数
月
に
掲

載
し
て
き
た
「
森
の
し
ご
と
記
」
で
す
が
、

今
回
で
な
ん
と
５
回
も
続
き
ま
し
た
。
土

曜
朝
市
、
池
の
平
公
園
、
山
の
神
の
日
神

事
（
＆
直
会
）、
き
な
り
の
湯
等
々
、
村

の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
温
か
い
応
援
を
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次

回
来
年
２
月
号
が
第
６
回
の
最
終
回
と
な

る
予
定
で
す
が
、
次
回
は
、
こ
れ
ま
で
林

業
協
力
隊
の
長
柄
が
ひ
た
隠
し
に
隠
し
て

き
た
ス
ー
パ
ー
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
先
輩
方
々

と
、
そ
の
森
の
し
ご
と
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　お
楽
し
み
に
っ
。

　
　
　つ
づ
く

下北山村

　森のしごと記
－第５回－

森づくり地域おこし協力隊ＨＰと

協力隊インスタグラム森のしごと

記web版もよろしくお願いします。

協力隊員に巣植えの指導を行う石丸さん
（左から石丸、森のび安井、谷内）

「巣植え」

R５（2023）.12（　　　） 〈広報　下北山〉 №7989



　11
月
７
日
（
火
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま

し
て
、
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
よ
り
救
急
法

指
導
員
を
講
師
に
お
招
き
し
、
午
前
・
午
後
の
二

部
に
分
け
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
む
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　心
肺
蘇
生
法
は
緊
急
時
に
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
命
を
つ
な
ぐ
重
要
な
行
為
で
す
。

　今
回
の
講
習
会
で
は
、
午
前
と
午
後
を
合
わ
せ

て
、
計
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
的
に
講
習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
村
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設

下
北
山
村
役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
い
こ
い
の
郷
、

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
管
理
事
務
所
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
き
な
り
館
、
池
の
平
ゴ
ル
フ
場
、
小

中
学
校

　早
い
も
の
で
今
年
も
、
も
う
年
の
瀬

が
近
づ
き
年
末
年
始
の
準
備
を
始
め
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　忙
し
く
な
る
と
睡
眠
・
休
養
が
十
分

に
と
れ
ず
、
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が
急

増
し
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
天
気
の

い
い
日
中
に
は
な
る
べ
く
外
で
体
を
動

か
し
、
健
康
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い

ね
！　村

内
の
公
民
館
を
巡
回
し
て
お
り
ま

す
「
出
張
！
巡
回
運
動
教
室
」
は
、
次

回
は
３
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
う

ち
で
ち
ょ
こ
っ
と
運
動
を
ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
む

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
開
催

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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　寒
さ
も
本
格
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
我
が

家
は
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
も
そ
わ
そ
わ
と
し
て

お
り
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い

て
の
最
新
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
海
外
で
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
み
、
数
十
年
以
内
に
根
絶
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
そ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
今
回
は
、

　１
．
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

　２
．
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

　３
．
ワ
ク
チ
ン
副
作
用
の
真
実

の
３
本
立
て
で
お
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

１
．
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

　ま
ず
、
子
宮
頸
が
ん
は
他
の
癌
と
違

い
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
が
原

因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
癌

で
は
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
癌
を
引
き
起
こ
す

の
は
有
名
な
話
で
す
ね
。
こ
の
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
は
世
の
中
に
普
通

に
い
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
性
的
接
触
の
あ

る
女
性
な
ら
２
人
に
１
人
は
必
ず
一
度

は
感
染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
の

一
部
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
、
膣
が
ん
、

肛
門
が
ん
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た

男
性
も
当
然
感
染
し
、
尖
圭
コ
ン
ジ

ロ
ー
マ
と
い
う
イ
ボ
が
陰
茎
に
で
き
た

り
し
て
か
な
り
不
快
な
思
い
を
し
ま

す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
中

で
も
癌
を
起
し
や
す
い
、
ハ
イ
リ
ス
ク

と
呼
ば
れ
る
16
型
と
18
型
が
問
題
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

　日
本
で
は
後
述
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
減
少
に
よ
っ
て
子
宮
頸
が
ん
で
亡

く
な
る
人
が
増
え
、
毎
年
約
１
万
人
が

子
宮
頸
が
ん
に
か
か
り
、
約
２
，
８
０

０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
恐
ろ
し

い
こ
と
に
毎
年
で
す
。
特
に
40
歳
未
満

の
女
性
は
１
３
０
人
が
毎
年
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
２
年
に
１
回

の
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
よ
っ
て
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
難
を
逃
れ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
検
診
で
は
２
人
に

１
人
は
癌
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
検
診
の
際
に

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を

行
っ
て
発
見
率
を
あ
げ
よ
う
と
い
っ
た

試
み
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
早
期
発
見

が
で
き
て
も
、
子
宮
を
す
べ
て
取
り
妊

娠
が
で
き
な
い
体
に
な
っ
た
り
、
頸
部

の
一
部
を
切
り
取
る
こ
と
か
ら
後
の
妊

娠
、
出
産
に
大
き
な
影
響
が
出
て
し
ま

い
ま
す
。
実
際
に
円
錐
切
除
と
い
う
一

部
を
切
る
治
療
を
行
っ
た
方
の
２
割
は

早
産
で
大
変
な
思
い
を
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

３
．
ワ
ク
チ
ン
副
作
用
の
真
実

　海
外
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

と
検
診
の
両
方
が
か
な
り
浸
透
し
た
お

か
げ
で
、
10
年
で
死
亡
者
は
半
減
、
数

十
年
後
に
は
撲
滅
さ
れ
る
癌
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
日
本

で
は
風
評
被
害
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
ほ
ぼ
０
で
あ
り
、
今
後
癌
の
大

流
行
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
10
年
で
10
万
個
の
子
宮
が
失

わ
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
ガ
ー
ダ
シ
ル
®
を
打
っ

て
、
体
が
動
か
な
く
な
っ
た
（
複
合
型

局
所
疼
痛
症
候
群
）患
者
が
お
り
ま
す
。

そ
の
患
者
の
症
状
に
嘘
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
実
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
症
状

が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
実
際
に
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
同
様
の
症
状
に

な
っ
た
人
と
、
打
っ
て
な
い
の
に
同
様

の
症
状
に
な
っ
た
人
の
数
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
（
10
万
人
に
20
～
30
人
）
の
で

す
。
当
然
、
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
か
ら
に

は
副
作
用
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
２
万
人
に
１
人
に
腕

の
痛
み
な
ど
と
は
い
え
副
作
用
が
出
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ワ
ク
チ

ン
を
打
て
ば
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
90
％
以
上
防
い
で
く
れ
る

の
で
す
。

　一
方
で
今
後
の
問
題
は
、
そ
も
そ
も

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
は
女
性
だ

け
で
な
く
、
男
性
も
感
染
に
関
与
し
て

い
る
と
言
う
点
で
す
。
男
性
も
、
先
程

の
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
や
咽
頭
癌
な
ど

の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
有

効
な
ワ
ク
チ
ン
な
の
で
す
。
今
後
は
男

性
も
含
め
て
す
べ
て
の
必
要
な
方
が
ワ

ク
チ
ン
を
打
て
る
よ
う
に
法
整
備
が
進

む
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　下
北
山
村
の
診
療
所
で
は
現
在
、

ガ
ー
ダ
シ
ル
®
で
は
な
く
、
シ
ル
ガ
ー

ド
®
と
い
う
別
の
ワ
ク
チ
ン
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
シ
ル
ガ
ー
ド
®
は
よ
り
た

く
さ
ん
の
型
の
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。
も
し
も
こ

の
記
事
を
見
て
気
に
な
っ
た
方
が
い
れ

ば
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
男
性
も
自

費
に
な
る
の
で
す
が
接
種
が
可
能
な
の

で
、
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

下
北
山
村
診
療
所

　田
口

　浩
之

第
４
回 

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

〜
ワ
ク
チ
ン
と
検
診
で
根
絶
を…

！
〜

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

　11
月
７
日
（
火
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま

し
て
、
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
よ
り
救
急
法

指
導
員
を
講
師
に
お
招
き
し
、
午
前
・
午
後
の
二

部
に
分
け
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
む
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　心
肺
蘇
生
法
は
緊
急
時
に
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
命
を
つ
な
ぐ
重
要
な
行
為
で
す
。

　今
回
の
講
習
会
で
は
、
午
前
と
午
後
を
合
わ
せ

て
、
計
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
的
に
講
習
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
村
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設

下
北
山
村
役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
い
こ
い
の
郷
、

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
管
理
事
務
所
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
き
な
り
館
、
池
の
平
ゴ
ル
フ
場
、
小

中
学
校

　早
い
も
の
で
今
年
も
、
も
う
年
の
瀬

が
近
づ
き
年
末
年
始
の
準
備
を
始
め
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　忙
し
く
な
る
と
睡
眠
・
休
養
が
十
分

に
と
れ
ず
、
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
が
急

増
し
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
天
気
の

い
い
日
中
に
は
な
る
べ
く
外
で
体
を
動

か
し
、
健
康
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い

ね
！　村

内
の
公
民
館
を
巡
回
し
て
お
り
ま

す
「
出
張
！
巡
回
運
動
教
室
」
は
、
次

回
は
３
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
う

ち
で
ち
ょ
こ
っ
と
運
動
を
ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
む

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
開
催

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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いか
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ど
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上
桑
原
（
11
月
６
日
）

德

　本

　貢

　一

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　HIV感染はひとごとではなく「身近な問題です」

　HIVの主な感染経路は、性的接触感染、血液感染、母

子感染です。HIVに感染しているかどうかは血液検査を

しないと分かりません。検査は適切な時期に受けなけれ

ば、正確な検査結果が得られません。検査を受けるタイ

ミングは感染の可能性のある日から約3 ヶ月以上経過し

たときをお勧めしています。

　吉野保健所五條出張所では無料、匿名で当日に結果が

分かる検査を受ける事ができます。検査を受けるか迷っ

ている場合など、まず電話で相談することも可能です。

〈即日HIV抗体検査・エイズ相談〉※事前予約制

【日　時】〈キャンペーン特設検査〉
12月９日（土）午前９時～午前11時

〈常設検査〉毎月　第４木曜日（祝休日除く）

午前9時～午前11時

【予約・相談】吉野保健所へ電話予約。0747 ー 64－8132

（予約時間は平日午前８時30分～午後５時）

予約期間は検査の１週間前～前日午後５時

【検査場所】吉野保健所五條出張所

（奈良県五條市岡口1－3－1）

【内　容】HIV・エイズに関する相談、血液検査、

結果説明

【その他】匿名・無料で受けられます。HIV迅速検査で

その日のうちに結果がわかります

【お問合せ先】吉野保健所  健康増進課  地域保健第一係

☎0747ー64－8132（直通）

12月1日は、「世界エイズデー」

あなたが変わればエイズのイメージが変わる。

UPDATE HIV!

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

田

　間

　幸

　子 

さ
ん
（
下
池
原
）

令
和
５
年
９
月
25
日
逝
去

　　

享
年
85
才

德

　本

　嘉

　之 
さ
ん
（
上
桑
原
）

令
和
５
年
11
月
２
日
逝
去

　　

享
年
85
才

年
末
年
始
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す

☆
防
犯
対
策
を
し
っ
か
り

　年
末
年
始
は
誰
し
も
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
が
「
〇
〇
市
で
強

盗
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」「
〇
〇
町
で

空
き
巣
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」
等
の

ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
犯
罪

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
自
宅
の
戸
締
り
は
確
実
に

•
現
金
や
貴
金
属
類
は
人
目
の
つ
か
な

い
場
所
へ

•
不
審
な
人
物
や
、
不
審
車
両
を
見
か

け
た
ら
警
察
に
通
報

☆
火
の
始
末
は
確
実
に

　暖
を
取
る
た
め
の
ス
ト
ー
ブ
等
の
火

や
、
料
理
に
使
う
コ
ン
ロ
の
火
、
タ
バ

コ
（
寝
タ
バ
コ
）
の
火
等
、
火
の
始
末

に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　下
北
山
村
で
の
被
害
は
今
の
と
こ
ろ

駐在さん通信駐在さん通信

あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し
ま
す
の

で
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

•
身
に
覚
え
の
な
い
電
話
は
相
手
に
し

な
い

•
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」「
変
だ
」

と
思
え
ば
相
談
、
す
ぐ
に
連
絡

交
通
事
故
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

　師
走
で
す
。

　仕
事
の
総
仕
上
げ
や
、
年
末
年
始
の

準
備
等
、
公
私
と
も
に
忙
し
く
な
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
に
際
し
て

は
、
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　急
い
で
い
て
も
、
焦
っ
て
い
て
も
、

ひ
と
た
び
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
と
き
に

は
「
落
ち
着
い
た
安
全
運
転
」
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
年
末
に
な
れ
ば
飲
酒
の
機
会

も
増
え
て
き
ま
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
ら

な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
の
心
構

え
で
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
交
換
は
早
め

に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い

　テ
レ
ビ
等
で
「
あ
お
り
運
転
車
両
」

の
行
動
を
録
画
し
て
い
る
映
像
が
流
れ

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　こ
れ
は
、
車
に
設
置
さ
れ
た
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
画
さ
れ
た
映
像
で

す
。　ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故
が

あ
っ
た
と
き
に
自
分
が
安
全
運
転
を
し

た
証
拠
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
最
近
県
下
で
発
生
し
て
い
る

「
当
た
り
屋
被
害
」
を
確
認
す
る
上
で

の
証
拠
と
な
る
こ
と
か
ら
設
置
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

【
期
間
】

　毎
年
12
月
10
日
～
12
月
16
日

　北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と

は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実

態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ

る
拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
組
む
べ

き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　９
月
21
日
～
９
月
30
日
の
「
秋
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」の
実
施
に
合
わ
せ
、

９
月
28
日
交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部
と

同
協
会
下
北
山
分
会
の
交
通
安
全
啓
発

活
動
が
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
付

近
の
国
道
１
６
９
号
線
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　今
秋
の
県
民
運
動
で
は
「
子
供
と
高

齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確

保
」「
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事

故
防
止
及
び
飲
酒
運
転
等
の
根
絶
」「
自

転
車
等
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

２０２３秋の交通安全県民運動・
啓発活動が実施されました
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11
月
６
日
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德
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　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　HIV感染はひとごとではなく「身近な問題です」

　HIVの主な感染経路は、性的接触感染、血液感染、母

子感染です。HIVに感染しているかどうかは血液検査を

しないと分かりません。検査は適切な時期に受けなけれ

ば、正確な検査結果が得られません。検査を受けるタイ

ミングは感染の可能性のある日から約3 ヶ月以上経過し

たときをお勧めしています。

　吉野保健所五條出張所では無料、匿名で当日に結果が

分かる検査を受ける事ができます。検査を受けるか迷っ

ている場合など、まず電話で相談することも可能です。

〈即日HIV抗体検査・エイズ相談〉※事前予約制

【日　時】〈キャンペーン特設検査〉
12月９日（土）午前９時～午前11時

〈常設検査〉毎月　第４木曜日（祝休日除く）

午前9時～午前11時

【予約・相談】吉野保健所へ電話予約。0747 ー 64－8132

（予約時間は平日午前８時30分～午後５時）

予約期間は検査の１週間前～前日午後５時

【検査場所】吉野保健所五條出張所

（奈良県五條市岡口1－3－1）

【内　容】HIV・エイズに関する相談、血液検査、

結果説明

【その他】匿名・無料で受けられます。HIV迅速検査で

その日のうちに結果がわかります

【お問合せ先】吉野保健所  健康増進課  地域保健第一係

☎0747ー64－8132（直通）

12月1日は、「世界エイズデー」

あなたが変わればエイズのイメージが変わる。

UPDATE HIV!

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

田

　間

　幸

　子 

さ
ん
（
下
池
原
）

令
和
５
年
９
月
25
日
逝
去

　　

享
年
85
才

德

　本

　嘉

　之 

さ
ん
（
上
桑
原
）

令
和
５
年
11
月
２
日
逝
去

　　

享
年
85
才

年
末
年
始
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す

☆
防
犯
対
策
を
し
っ
か
り

　年
末
年
始
は
誰
し
も
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
が
「
〇
〇
市
で
強

盗
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」「
〇
〇
町
で

空
き
巣
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」
等
の

ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
犯
罪

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
自
宅
の
戸
締
り
は
確
実
に

•
現
金
や
貴
金
属
類
は
人
目
の
つ
か
な

い
場
所
へ

•
不
審
な
人
物
や
、
不
審
車
両
を
見
か

け
た
ら
警
察
に
通
報

☆
火
の
始
末
は
確
実
に

　暖
を
取
る
た
め
の
ス
ト
ー
ブ
等
の
火

や
、
料
理
に
使
う
コ
ン
ロ
の
火
、
タ
バ

コ
（
寝
タ
バ
コ
）
の
火
等
、
火
の
始
末

に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　下
北
山
村
で
の
被
害
は
今
の
と
こ
ろ

駐在さん通信駐在さん通信

あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な
電
話
が
掛

か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し
ま
す
の

で
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

•
身
に
覚
え
の
な
い
電
話
は
相
手
に
し

な
い

•
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」「
変
だ
」

と
思
え
ば
相
談
、
す
ぐ
に
連
絡

交
通
事
故
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

　師
走
で
す
。

　仕
事
の
総
仕
上
げ
や
、
年
末
年
始
の

準
備
等
、
公
私
と
も
に
忙
し
く
な
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
に
際
し
て

は
、
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　急
い
で
い
て
も
、
焦
っ
て
い
て
も
、

ひ
と
た
び
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
と
き
に

は
「
落
ち
着
い
た
安
全
運
転
」
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
年
末
に
な
れ
ば
飲
酒
の
機
会

も
増
え
て
き
ま
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
ら

な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
の
心
構

え
で
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
冬
用
タ
イ
ヤ
の
交
換
は
早
め

に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い

　テ
レ
ビ
等
で
「
あ
お
り
運
転
車
両
」

の
行
動
を
録
画
し
て
い
る
映
像
が
流
れ

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　こ
れ
は
、
車
に
設
置
さ
れ
た
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
画
さ
れ
た
映
像
で

す
。　ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
事
故
が

あ
っ
た
と
き
に
自
分
が
安
全
運
転
を
し

た
証
拠
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
最
近
県
下
で
発
生
し
て
い
る

「
当
た
り
屋
被
害
」
を
確
認
す
る
上
で

の
証
拠
と
な
る
こ
と
か
ら
設
置
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

【
期
間
】

　毎
年
12
月
10
日
～
12
月
16
日

　北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と

は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実

態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ

る
拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
組
む
べ

き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　９
月
21
日
～
９
月
30
日
の
「
秋
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」の
実
施
に
合
わ
せ
、

９
月
28
日
交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部
と

同
協
会
下
北
山
分
会
の
交
通
安
全
啓
発

活
動
が
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
付

近
の
国
道
１
６
９
号
線
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　今
秋
の
県
民
運
動
で
は
「
子
供
と
高

齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
確

保
」「
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事

故
防
止
及
び
飲
酒
運
転
等
の
根
絶
」「
自

転
車
等
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

２０２３秋の交通安全県民運動・
啓発活動が実施されました
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

月号　No.79812

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和５年10月31日現在

転入　０人
出生　０人
転出　１人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

808人
377人
431人
518戸

先月比
3）
1）
2）
3）

（－
（－
（－
（－

　9月16日㈯～11月12日㈰に開催されていたＭＩＮＤ ＴＲＡＩＬ奥大和心のなかの美術館（下市町・吉野町・下北
山村）の関連イベントとして、10月７日（土）に池郷川プリン山において、新進気鋭のアーティストＹｕrｉ Ｕｒａｎｏさん
による音楽ライブと特別ワークショップが開催されました。
　ワークショップでは、会場近くでスマホを使って音を集め、参加者は録音した音楽をどういう理由で録ったか
を発表し、その音源をメロディー化しました。夕方からのライブでは、最先端のテクノロジーを駆使した音楽を

披露してくれました。
　翌日、８日（日）には、ＭＩＮＤ ＴＲＡＩＬ下
北山村エリアを統括したディレクター
によるツアーも開催され、申し込まれ
た参加者15名が作品の解説に耳を
傾けていました。
　14日（土）には、旧南都銀行を会場
に展示したアーティストによる「イシオ
ク（石のオークション）と題したイベント
が行われました。この石のオークショ
ンは、それぞれの感性で素晴らしいと
感じた石を持ち寄り、参加者で値付
け・落札をして、オークションを通じて
作品の価値について学ぶワークショッ
プです。どこかで拾った石、ふと目に
留まった石、今足元にある石など、参
加者が魅力を感じた石が集まりまし
た。

『ＭＩＮＤ ＴＲＡＩＬ奥大和心のなかの美術館』が
下北山村で開催されました
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